
代表・一般質問を平成20年９月
22日・24日・25日に開会した
第３回定例会本会議で行いました。

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
11
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
あ
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。

代
表
・
一
般
質
問

区
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う

【
問
】
区
は
、
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
い
る
。
基
本
構
想
の
「
協
働
で

築
く
力
強
い
足
立
区
の
実
現
」
を
目

指
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
区
政
運

営
を
進
め
て
い
く
の
か
。

【
区
長
】
基
本
構
想
・
基
本
計
画
で

示
す
将
来
像
・
目
標
を
着
実
に
実
現

す
る
た
め
、
今
何
を
す
べ
き
か
、
何

に
挑
む
べ
き
か
、
優
先
す
べ
き
も
の

は
何
か
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
に
進
め
て
い
き
た
い
。

基
本
計
画
・
構
造
改
革
戦
略
に
対
す

る
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か

【
問
】
基
本
計
画
の
取
り
組
み
に
お

い
て
、
成
果
の
あ
っ
た
施
策
は
何
か
。

　
ま
た
、
第
一
次
構
造
改
革
戦
略
で

区
の
弱
み
と
さ
れ
た
課
題
は
、
ど
の

程
度
解
消
さ
れ
た
の
か
。

【
政
策
経
営
】
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
の
開
通
等
に
よ
り
、
平
成
16
年

度
と
比
べ
、
駅
か
ら
半
径
１
km
圏
内

の
割
合
は
、
約
４
割
か
ら
約
７
割
に

な
る
等
、
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
構
造
改
革
で
弱
み
と
さ
れ

た
交
通
網
や
大
学
等
は
改
善
さ
れ
た

が
、
足
立
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
や
大
学

と
地
域
産
業
の
連
携
等
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

大
学
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か

【
問
】
東
京
藝
術
大
学
、
東
京
未
来

大
学
に
続
き
、
帝
京
科
学
大
学
、
東

京
電
機
大
学
の
開
学
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
大
学
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
大
学
間
の
連
携
や
、
大
学

と
地
域
、
産
業
と
の
産
学
公
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

【
区
長
】
芸
術
系
や
理
工
系
等
、
分

野
が
様
々
で
あ
り
、
得
意
分
野
に
応

じ
て
区
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
大
学
間
の
連
携
等
に
つ
い

て
も
、
政
策
経
営
部
を
中
心
と
し
た

全
庁
体
制
で
着
実
に
進
め
て
い
く
。

区
民
の
意
識
改
革
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か

【
問
】「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
」
運
動
に
大
い
に
賛
同
す

る
。
区
民
意
識
は
、
以
前
と
比
較
し

て
変
化
し
た
と
感
じ
る
か
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

一
層
の
意
識
改
革
が
図
れ
る
か
。

【
区
長
】
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
」
と
い

う
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
指
す

が
、
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の

状
態
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
庁
内
の
総
合
力
や
区
民

運
動
等
と
の
協
働
に
よ
る
運
動
力
を

発
揮
し
、
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
意
識
改
革
を
行
っ
て
い
く
。

千
住
地
域
の
下
水
道
再
構
築
工
事
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か

【
問
】
下
水
道
の
主
要
枝
線
は
、
集

中
豪
雨
時
に
貯
留
管
と
し
て
機
能
す

る
が
、
貯
水
能
力
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
、
千

住
関
屋
ポ
ン
プ
所
の
完
成
が
不
可
欠

で
あ
る
。
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

【
土
木
】
貯
水
能
力
は
、
旧
日
光
街

道
下
は
１
万
４
千
800
ｍ
、
常
東
地
域

は
７
千
ｍ
が
完
成
し
、
合
わ
せ
て
２

万
１
千
800
ｍ
と
伺
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
千
住
関
屋
ポ
ン
プ
所
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に
地
元
説

明
会
を
行
い
、
現
在
は
施
行
方
法
や
、

資
材
搬
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地

元
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
で
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
等
を
進
め
る
べ
き
だ

【
問
】
①
今
後
整
備
す
る
公
共
施
設

は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
を

標
準
仕
様
と
し
、
区
の
姿
勢
を
強
く

区
民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
②
「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in

足
立
」
で
、「
地
球
に
や
さ
し
い
人
」

宣
言
を
さ
れ
た
区
民
の
行
動
様
式
が
、

一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
資
産
管
理
】
①
施
設
の
立
地
条
件

等
を
勘
案
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
等
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
、「
公
共
施
設
等
整
備
基
準
」
の

改
定
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

【
環
境
】
②
「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in

足
立
」
の
成
果
を
、
足
立
区
温
暖
化

防
止
区
民
会
議
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
。

「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」
へ
の

対
応
を
ど
う
す
る
の
か

【
問
】
無
理
難
題
な
要
求
を
す
る「
モ

ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」
等
の
件
数

と
、
要
求
へ
の
対
応
が
原
因
で
休
職

中
の
教
職
員
の
人
数
を
伺
う
。

　
ま
た
、
区
教
委
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
指
導
】
一
概
に
定
義
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
と
考
え
る
。
教
職
員
の
休
職
等

も
、
必
ず
し
も
直
接
的
な
理
由
と
は

言
え
な
い
が
、
精
神
的
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
区
教
委
で
は
、
指
導
主
事
等
が
話

し
合
い
に
同
席
し
た
り
、
総
務
部
法

務
課
等
と
も
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

法
的
措
置
も
視
野
に
入
れ
た
対
応
を

進
め
て
い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
区
民
に

積
極
的
に
周
知
す
べ
き
だ

【
問
】
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
原
因
食
物
が
た
と
え
微
量
で

も
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
、
最

悪
の
場
合
は
死
に
至
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
。

そ
の
こ
と
を
一
般
の
方
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

人
達
が
安
全
に
生
活
し
て
い
く
為
に

は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
積
極
的
に

区
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
衛
生
】
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
健
診
や
親
子
健
康
教

育
等
で
周
知
に
努
め
て
い
る
。
乳
幼

児
、
小
・
中
学
校
か
ら
成
人
に
つ
い

て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
関

係
者
の
研
修
を
充
実
し
て
い
く
。

災
害
対
策
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ

【
問
】
現
在
の
災
害
対
策
に
は
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
が
存
在
す
る
と

い
う
視
点
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め
、

区
の
非
常
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
人
も

い
る
。
白
米
だ
け
の
ア
ル
フ
ァ
米
や
、

ア
レ
ル
ギ
ー
用
粉
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
今
後
は
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
各
学

校
の
備
蓄
食
糧
と
し
て
「
白
米
の
ア

ル
フ
ァ
米
」
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
粉
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
も
、

今
年
度
の
入
替
分
よ
り
、
牛
乳
、
卵
、

大
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
品
の
導
入
を

検
討
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
と
歴
史
・
文

化
等
の
教
育
の
推
進
を

【
問
】
①
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
区
民
の

た
め
の
環
境
整
備
や
、
支
援
体
制
を

確
立
す
る
た
め
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
多

く
の
国
と
地
域
か
ら
参
加
し
た
人
々

の
相
互
理
解
を
深
め
る
。
そ
の
前
提

と
な
る
、
わ
が
国
の
歴
史
・
文
化
や

郷
土
の
伝
統
を
育
む
た
め
の
教
育
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
生
涯
学
習
】
①
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

振
興
計
画
」
を
改
訂
作
業
中
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
や
支
援
等
に


